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新年度がスタート！ 
新年度に入り３か月が経過しますが、長泉町の生活支援体制整備事業における各協

議体は、梅雨にも負けず精力的に活動されている今日この頃です。 

さて、長泉町の生活支援体制整備事業は、令和４年度で５年目を迎えます。この５

年間は、長いようで短くもあり、また令和２年度からは新型コロナウイルスの感染拡

大の影響も大きく受け、活動に制限がかかる時期でもありました。 

  まだまだ、コロナ禍ではありますが、できることを着実に進めていく年 

にしていくたいと思いますので、関係者の皆様、よろしくお願いします。 

 

 

 

第１層協議体 
第 1 層協議体は、「学識経験者」「福祉関係団体の代表者」「生活支援サービス事業者の代表者」「地縁

による団体の代表者」「介護サービス事業所の代表者」により構成され、第１回が６月２８日に行われ

ました。 

第 1 回目では、これまでの活動を振り返って、改めて本事業 

の意義や生活支援コーディネーターと協議体の役割などについ 

て、再確認し合いました。 

また、令和元年度に作成した「社会資源ガイドブック」の改 

訂に向けて意見交換を行いました。 

今後は、「社会資源ガイドブック」を改訂する過程の中で、第 

2 層協議体が協議していくための必要な情報である「長泉町に存 

在する様々な住民主体活動や公的・民間サービスの数や内容」を 

第 1 層生活支援コーディネーターを通じて、第 2 層協議体と共有していきます。 

新たな生活支援コーディネーター

をご紹介 

今年度から、第１層の生

活支援コーディネーターに

なりました、長泉町社会福

祉協議会の窪田亮(くぼ

た りょう)です。 

私は、静岡県社会福祉協議会から人事交流で

きておりますので、現在、長泉町のことを一か

ら勉強しています。 

限られた時間の中ですが、これまでの経験を

活かして協議体の発展に尽力していきますの

で、よろしくお願いします！ 

本年４月より、長泉

小学校区第２層協議体

の担当ＳＣとなりまし

た小野秀則(おの ひ

でのり)です。 

長泉町は、県下で最も高齢化率が低い、元

気な町です。長泉小学校区協議体のメンバー

も元気いっぱいの方々だと感じております。 

私もメンバーに負けないように、地域の

人々の”繋がり”のために微力を尽くしていき 

たいと思います。 
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「やまびこ」では、６月に総会が開かれ、協議 

体の会長が八田 稔さんから、江畑 均さんにバ 

トンが渡りました。 

八田さん、協議会が設置されてから約３年半の 

間、ご尽力いただき、ありがとうございました。 

今後も一構成員としてよろしくお願いします。 

 

令和４年１月から始動した生活支援サービス「チームつながり」

は、同年３月末で、６件(6 人)の申込があり、延べ 26 回の支援が行

われました。主に「ゴミ出し」と「話し相手」の申込が中心です。

どれも継続的なサービスの提供が必要な方からの依頼です。 

５月には、介護支援専門員(ケアマネ)連絡協議会において、生活

支援サービスの周知を行いました。 

「AYUMU」では、昨年度からサロン（コロナによる緊急事態宣言

等の影響により、１回のみの開始あ）やラジオ体操など、住民の居場

所の活動を行ってきておりましたが、「ながいず 

み支えあいの会」から生まれた生活支援サービス 

「チームつながり事業」をベースに、「生活サポ 

ートあゆむ」として令和４年４月から試行的に 

開始されました。 

【住民啓発】 
フォーラムの開催 

 

日付:１２月１３日(火) 

場所:ベルフォーレ 

令和４年度の研修・勉強会のご案内 

【担い手確保】 
新しい担い手養成講座 

 

日付:９月２８日(水) 

10 月 調整中  

場所: 福祉会館 

【担い手育成】 
フォローアップ研修 

 

日付:７月１４日(木) 

７月２９日(金) 

場所:福祉会館 

【協議体勉強会】 
スキルアップ研修 

 

日付:８月１０日(水) 

８月２９日(月) 

場所: 福祉会館 
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ながいずみ 

支えあいの会 

新たに会長に就任された江畑さん、これから「やまびこ」をよろしくお願いします。 

さて、「やまびこ」では、生活支援サービスの実施に向け協議が行われております。 

「ながいずみ支えあいの会」から生まれた生活支援サービス「チームつながり事業」をベース

に、これまで「やまびこ」で話し合われてきた移動支援の視点も入れて、本年度中に事業が開始さ

れるよう、進んでおります。 

介護の専門職に周知することで、徐々に申込依頼が増え活動が

広がりつつあります。 

構成員が定期的に話し合いを行っており、件数が増えるにつ

れ、運営方法の整備(チケット管理やサービス提供の範囲等)や構

成員のスキルアップに力を入れていく予定となっております。 

 

これから実情に応じて体制が整備されていき、近いうちに本格的に始動して

いくこととなります。また、これまで行ってきたラジオ体操も継続していくと

ともに、サロン活動も再開を目指して動き出す予定です。サロン活動はコロナ

の影響を受けやすいので、再開できるよう早くコロナ禍が落ち着いてほしいも

のです… 


